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小麦胚乳色相の品種 系統間差異

第 1報 胚乳色相測定法の検討
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1 はじめに

国内産めん用小麦の色相は外麦に比べて全般に劣り,

特に明度 (*)の 改善が実需者から強く求められている。

小麦粉の色は 「胚乳の色Jと 「製粉時のふすまの切れ

込み等による二次的要因」により構成されると考えられ ,

二次的要因を除外する手法 として,微小面分光色差計を

用いて胚平L断面色相を直接測定する手法が小綿らにより

開発された
月
。 さらに多検体同時測定が可能な二次元測

色システムが堀金らにより開発された
´
。

本報では、微小面分光測色計を用い,L*を 主体にした

胚子L断面色相測定を育種へ適用するために省力化 した測

定法を検討するとともに,微小面分光測色計 と二次元lJl

色システムとの相関を検討 したので報告する。

2 試験方法

定法と有意差がなく,b*は 60%掲 精、50%掲 精で定法と有

意差がなかつた (表 3)。 これ らの結果から,少なくとも

L*,a*の 測定においては粒厚を一定に揃えて測定する必

要は特になく,ま た常法の皮剥き作業の省力化のために

掲精による皮剥きが有効であることが明らかとなつた。

ただし50%掲精は色相の面からは優れたが,小粒になりす

ぎてその後の切断作業に支障が出る場合や,富1れ粒が発

生する場合があつた。

微小面分光色差計 と測定精度の高い二次元測色システ

ムとのし*間 で正の相関が認められ (図 1),微小面分光

色差計の有効性があらためて確認 された。 しか し,小麦

胚乳断面の部位によりL*はかなりばらつくことが明らか

になつてお り (データ省略),微小な1点 もしくは数点を

測定する微小面分光色差計は胚乳断面色相を評価する上

で誤差が大きいと推察される。

供試材料は東北農研平成 17年産 「ゆきちから」の粒厚  4 まとめ

2 2mm以 上を用いた。胚半L断面色相 (L*a*b*)の測定は,

小麦種 子をカッターナイフで厚さ約2mmの 輸切 りにし外   以 上により,微小面分光測色計における胚予L色相測定

周の皮を除去 し,4時間蒸留水に浸せき後,微小面分光色  は一定の精度がありその有効性が確認できた。また掲精

差計 (日 本電色MSP Σ90)において測定径0 2mmで 測定  によリサンプル調整作業を省力化できることが明らかと

する小綿らの手法
い
を常法とした。この測定法において,  なつた。 しかし育種 レベルで多数のサンプルを扱 うため

粒厚の差異,皮 の有無,小型掲精器 (ケ ット製 パー レス  にはさらなる省力化・効率化が必須である。胚撃L断面全

卜)に よる掲精歩合,以上3点が胚乳断面色相に及ぼす影  面の色相を測定する高精度で省力的な二次元測色システ

響を調べ,サ ンプル選別・調整に関わる面から測定省カ  ムを構築 し,粒切断から測色までの一貫した多検体測定

システムを構築することが有効であると思われる。化の可能性を検討 した。

また,23品 種・系統を用いて,微小面分光色差計と二次

元測色システム (ミ ノルタC11040i)で胚乳断面色相の  引用文献

測定をおこない,両機器におけるL*の相関を調査 した。

3 試験結果及び考察
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おいて粒厚による有意差は認 められなかつたが,b*で は  1,Chikako KIRIBUCHI― OTOBE,Masaya FUJITA,Toshiya

有意差が認 め られた (表 1)。 皮の有無 と胚幸L断 面色相  su YAMAGUCHI and Masaki HORICICH1 2003 Evaluation
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意に低下 した (表 2)。 掲精歩合 と胚手L断 面色相の関係  Kernels Food Sci Techno1 9(4):327331

を調べた ところ,掲精歩合を高めるとし*が 高まり,掲精歩

合50%で常法のL*と 有意差がな くなつた。a*も 50%掲精で
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表 1 粒厚と胚乳断面色相

粒厚

2. 3nm DJ,l.-2. 4mm*iffi

2.4nn -2.5nm
2.5nm -2.6mm
2.6nn -2.7nn
2. TnnDJ'J:

0.14   -0 61

0.20   -0 52

0.27   -0 52

0.17   -0 48

0.27   -0 54

590± 0.08d

565± 015d
4 99 ± 0.12 c

4 79 ± 0.08c

570± 017d

72 42

72 02

71 89

71 66
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土

士

士

土

士
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NS:有意差なし、**:1%有意差あり、異文字間で1%有意差あり(Tukey法 )

2 2mm以上2 3mm未満の粒はわずかであつたので未供試

Ｎ
ｌｌ

表 2 皮の有無と胚乳断面色相

測定法

皮有り測定

常法 (皮無し)

66 53 土

7059土

0 00

021

各10粒測定、平均値±標準誤差

光源D65、 視野角2°

**1%有意差あり

表 3 掲精歩合と胚乳断面色相

掲精歩合 L* a*

70%掲精 7056± 021c  029± 007c  6.01± 013c

60%掲精    7081± 026c  001± 0.18c  494± 017d

重饉場量__……■.■_圭__■211_…」=墨_上_■211___■ 1ユニ__91」_1

小型試験用精米器 (ケ ット製パーレスト)で大麦掲精仕様にて掲精

各30粒測定、光源D65、 視野角2° 平均値士標準誤差、料:1%有意差あり

異文字間で1%有意差あり (Tukey法 )
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微小面分光色差計 :

常法により各系統10粒測定。光源D65、 視野角2°

二次元測色システム:

各系統20粒を専用フォルダにセットし、皮付きのまま

鏡面切断装置で切断。切断面を蒸留水で濡らした

ろ紙上に4時間おいたのち、5フォルグ (5系統分100粒 )

の断面色相を一度に測定。光源D65

微小面分光色差計い

微小面分光色差計と二次元測色システムとの

L拿 の相関

図 1
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